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研究成果の概要（和文）：  

臨床的に味覚を捉えるには、従来の検査法のように味覚受容器を単独で調べるのではなく、咀

嚼運動と組み合わせた味覚検査方法を探索する必要がある。本研究は臨床で簡便かつ高い信頼性

を有する味覚検査法を検討し実用化することが目的である。 

咀嚼運動付加型味覚検査で安全でかつ咀嚼の負担を少なくするため寒天を用いた味覚検査法

の検討を行った。長崎大学倫理委員会の承認を得て、ボランティアの協力によりデータ採取した

。寒天の硬さ（テクスチャー特性：硬さ・粘弾性）・形状・容量を変えて、味覚強度に違いがあ

るか調べた。さらに現在臨床で用いられている味覚検査と比較することにより寒天の適切な濃度

を検討した。 テクスチャー・形状・容量により味覚強度に違いが観察され、他の口腔内感覚・

咀嚼との関連が明らかとなった。よって味覚障害の実態をより正確に把握するためには物性を考

慮した味覚検査法の有用性が示され、臨床応用へ繋ぐ結果が得られた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

For demonstrating the situation of taste disorder, it is important to perform a clinical 

taste examination with chewing. The purpose of present study was to investigate the 

simple and credible taste examination and to put it to practical use for a clinical 

examination. We studied agar gel taste examination. The study was approved by the 

ethics committee of Nagasaki University and the informed consent was obtained from 

the subject. We found the difference of taste intensity according to the properties of 

agar ( texture, configuration, volume ). These results suggest taste is affected by other 

oral senses. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は基礎分野に所属する教員で

あるが、臨床からの要請により2004年より味

覚外来に協力している。この味覚外来におけ

る臨床現場での経験から、味覚検査における

重要な視点として以下の３点をクリアする

検査法の開発が必要であると考えている。 

①味覚は液体を摂取するので無い限り、咀嚼

運動に随伴して発現する感覚である。 

②そこでは唾液分泌や舌運動も加わり、味覚

は独立した感覚ではなく、運動と連合する複

雑な機能である。 

③したがって、臨床的に味覚を捉えるには、

従来の検査法のように味覚受容器を単独で

調べるのではなく、咀嚼運動と組み合わせた

味覚検査方法を探索する必要がある。この点

に関し、研究代表者は食品メーカーの協力の

下に味覚検査用ガムの試作を試みた経験を

有する。 

味覚障害の主な原因として亜鉛欠乏・薬の

副作用が挙げられ４基本味すべてに影響す

る。加齢に伴う味覚感受性の低下も４基本味

すべてにみられるが特に塩味の低下が著明

との報告があり、さらに糖尿病では糖に対す

る嗜好性が高いことが報告されている。この

ことから味覚障害の診断には４基本味すべ

てを検査する必要はなく、甘味・塩味の２つ

の基本味を検査することで充分であること

が示唆される。 

 

２．研究の目的 

本研究が目的とする検査方法は味覚検査に

咀嚼を加えることでより生理的条件下で味覚

評価ができる点である。 

 味覚障害を訴える患者は増加傾向にある

にもかかわらず、既存の味覚検査法に問題点

が多いため的確な診断・治療を行うことが困

難である。そして咀嚼を含め、より生理的条

件下で行うことの出来るガムによる味覚検

査法の報告は全く無い。本研究により簡便か

つ正確な味覚検査法が確立されることは臨

床において大変有意義なものである。また味

覚障害に関する疫学的な調査手法による実

態調査の報告は極めて乏しく、その社会的影

響は明らかではない。本研究により味覚障害

の疫学的スクリーニング法に使用できる味

覚検査法を確立させることは、味覚障害の現

状を把握する上で大いに役立つものである。 

３．研究の方法 

伊那食品工業株式会社の協力を得て、テク

スチャーの異なる 5種類の寒天を用いた。甘

味と塩味について味質濃度・テクスチャー・

形・大きさを変えて健常者ボランティア 55

名（ 19 - 41 歳：予備実験を含む ）の味覚

強度の違いを調べた。 

４．研究成果 

１）寒天の物性 

 予備実験結果より、5 種類の異なる物性の

寒天を用いて甘味・塩味の味覚強度を求めた

（表１）。S-5 hard の物性の寒天が 1 番味覚

強度が大きいことが判明した。 

 

 

寒天

の種

類 

S-5 ZR 
AX-100

 Soft Hard Soft hard 

硬さ

(g) 
192.6 368.5 131.6 291.0 38.9 

粘弾

性 

(mm)

4.68 4.80 4.38 4.49 1.73 

（表１） 

 

 



２）容量と形状 

 容量は 4種（2.0 ml, 2.5 ml, 3.0 ml, 5.0 

ml）で甘味・塩味における味覚強度を比較し

た。 

 甘味・塩味ともに容量と味覚強度は比例す

ることはなかった。また咀嚼回数と味覚強度

を比較したが関連は観察されなかった。 

（表 2,表 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表２）甘味 

 

 

 

 

 

 

  

 

            （表３）塩味 

 

キューブ型・ダイヤ型・ドーム型の 3種の

形状で味覚強度を比較したところ 5 ml以外

の容量ではどの容量においてもキューブ型

の味覚強度が強い傾向が観察された。 

 

 寒天を用いた咀嚼運動を組み合わせた味

覚検査法として適切なテクスチャー・形状・

容量が判明した。この味覚検査法は簡便であ

ることから、高齢化社会における味覚の現状

把握のスクリーニング法として適している。

また本年度で本研究課題は終了となるが、今

後は味覚障害患者による本味覚検査法の検

討を継続して行うことが出来れば、味覚障害

患者に対する味覚検査法としての臨床応用

への可能性が考えられる。 
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